






















 

SIDS の成立には、自発呼吸が突然停止するばかりでなく、無呼吸状態が死に至るまで持続

することが必要である。従来より、自発呼吸が突然停止する機序については、多数の研究

成果が報告されているが、無呼吸状態が何故に、死に至るまで持続するかについては全く

解明されていない。 

 われわれは、従来よりこの点について、ミトコンドリアの電子伝達系の機能異常を想定

し、検討を進めているが、今年度は都立清瀬小児病院において経験した 6 例の near-miss 

SIDS について、筋肉ミトコンドリアの性状に電子顕微鏡的観察を加え、上記仮記を支持す

ると思われる知見を得たので報告する。 


